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 成文小学校 創立７０周年 

校長  青木 優樹恵  

 １２月です。早いもので、令和７年も残すところあと１か月となり、１年のうちで、一番長く、一番行

事の多い２学期も、終業式まで今日を含めて２５日となりました。 

先月中旬、４年生は市の音楽会に成文小学校の代表として出演し、美しい歌声をホールいっぱいに響か

せました。また、『創立７０周年記念 図工展』には多くの保護者の皆様、地域の方々にお越しいただきま

した。子どもたち一人一人の“今”の思いを表現した作品はいかがでしたでしょうか。ご覧いただき本当

にありがとうございました。 

さて、１２月６日（土）に行う『創立７０周年記念式典』がいよいよ今週となりました。当日は、６年

生が児童を代表して出席し、歌を披露します。会場には子どもたちの学校での「好きな場所」や「好きな

瞬間」を貼り出し、全校生のお祝いの気持ちで会場を満たします。そして、図工展で披露した全校作品

『創立７０周年記念 キャップアート』を展示し、式典に華を添えます。 

今年度創立７０周年を迎えた成文小学校は、大庄小学校の児童数増加に伴い西大島地区が分離して、昭

和３０年に創立されました。「成文」という校名は、大庄小学校の前身の成文小学校（明治１１年～３３

年）より命名されたということです。また、初年度は校舎が建設中だったため、大庄小学校北校舎の西側

を借りて授業を行いました。翌年、校舎が完成し、４月２５日に落成開校式が執り行われました。その４

月２５日が、成文小学校の創立記念日となっています。開校当時は木造２階建校舎でしたが、その後、鉄

筋４階建校舎になり、学校耐震化工事の際には改築・新校舎増築が行われ、中央玄関や学年園も整備され

て、現在に至っています。 

ところで、成文小学校のシンボルとなっているメタセコイア、今では校舎の高さをゆうに超えています

が、いつ植えられたのか歴史をひも解くと、昭和４２年に植樹されたとありました。５８年前から今ま

で、成文小学校を、成文小学校の子どもたちを見守ってくれたのだと思うと、敬意を払って「ありがと

う。これからもよろしくお願いします。」と声をかけたくなりました。また、５年生が年１回整備するとい

う伝統のあるビオトープは、平成１６年２月に完成したものです。今も、地域の方々のご協力のおかげ

で、睡蓮など多くの植物や生き物が育っています。 

７０年の歴史の中で、子どもたちの生活に変化はありますが、成文小学校の目指す子ども像「考える

子・やさしい子・ねばり強い子」を育てることを大切に教育活動に取り組んできた思いは、今も変わりま

せん。これからもその思いを教職員と共有し、継承して、未来に堂々と羽ばたく“成文っ子”を育成して

いきます。そして、今後も、創立７０周年を記念して誕生したキャラクター「レベルくんとアップちゃ

ん」のように、レベルアップを目指して、生き生きと活動する笑顔あふれる成文小学校をつくっていきま

す。長きにわたり成文小学校を支えてくださっている保護者の皆様や地域の皆様に、改めて感謝申し上げ

ます。誠にありがとうございます。これからも、“成文っ子”を見守り、子どもたちのためにご理解・ご協

力をよろしくお願いいたします。 

 

成 文 
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1２月の予定 
 

日 
曜

日 
行  事  

1 月 個人懇談（13：30下校） 

2 火 個人懇談 （13：30 下校） 

3 水 委員会活動 

4 木 代表委員会  

5 金 
あまっ子ステップアップ調査 

式典準備（13：30下校） 

6 土 創立７０周年記念式典  

7 日  

8 月 

児童集会 

６年 短縮時間割（13：30 下校） 

人権週間（～１２日まで） 

9 火  

10 水 
クラブ 

成文算数チャレンジ検定 

11 木  

12 金  

13 土  

14 日  

15 月 朝会 
 

 

日 
曜

日 
行  事  

16 火 ４年 校外学習（大阪市立科学館） 

17 水 短縮時間割（13：30 下校）  

18 木 短縮時間割（13：30 下校） 

19 金 短縮時間割（13：30 下校） 

20 土  

21 日  

22 月 短縮時間割（13：30 下校） 

23 火 
給食最終日 

集団下校（14：00下校） 

24 水 12：30 下校  

25 木 

終業式 

大掃除 

11:30下校 

26 金 冬季休業日 

27 土  

28 日  

29 月 学校閉鎖 

30 火  学校閉鎖 

31 水  学校閉鎖 
 

 

 

 

 

 

 

 

                              

                            

                                                          

 

 

【1 月の予定】 

８日（木）3 学期始業式 

９日（金）給食開始 通常授業開始 

1６日（金）２～４校時 オープンスクール 

５校時 1.17 避難訓練・引き渡し訓練 

（詳しくは後日文書を配付いたします） 

【集団下校について】 

２３日（火）５校時１４：００頃下校です。 

※児童ホームは、学校から直接児童ホーム

に行きます。こどもクラブは一度家に帰っ

てから、こどもクラブに行くようにお願い

します。 



 

 

【６年 修学旅行】 

 １０月３０～３１日に６年生はリトルワールドと鈴鹿サーキットに修学旅行に出かけました。リトルワールド

では世界の家々や文化に触れ、民族衣装の体験や各国のグルメを楽しみながら、まるで海外旅行をしているよう

な気分になりました。鈴鹿サーキットでは、アトラクションを体験して、モータースポーツの楽しさを実感しま

した。異文化体験とアトラクションの楽しさ、どちらも印象に残る充実した一日でした。 

 

【読み聞かせ】 

 １１月１０、１１日の２日間、北図書館のお話グループの方が来られて、全クラスで読み聞かせを行ってください

ました。学校での読み聞かせは、子どもたちの心に豊かな想像力と温かい気持ちを育てる大切な時間となりました。 

『７０周年記念品』をいただきました 

 成文小学校の創立７０周年の記念品を、『成文小学校創立７０周年記念事業実行委員会』よりいただきま

した。記念品は、地域等の皆様からのご寄付で作成されたものです。 

 ます、クリアファイルです。クリアファイルの表には、全校生で撮った航空写真が載っています。裏面に

は、毎日通っている正門前の写真と、成文小学校付近の航空写真がデザインされています。 

 次に、創立７０周年を記念して誕生したキャラクター「レベルくんとアップちゃん」の缶バッジです。バ

ッグにつけたりしてご家庭で大切に使っていただけたら、「レベルくんとアップちゃん」も喜びます。 

 この２品については、児童数で配ります。学校に持ってくる場合は、みんなが同じものを持っていますの

で、必ず名前を書いてください。 

 そして、７０年の思いの詰まった記念誌をお渡しします。こちらは、各家庭に１冊配ります。ご家族で 

７０年の歴史を感じながら読んでいただけると幸いです。 

 ７０周年記念式典を１２月６日（土）に行いますので、その前後、遅くても１２月９日までには子どもた

ちに配りますので、ご確認ください。よろしくお願いいたします。 

 また、学校には、体育館のステージ幕を寄贈していただきました。金字で「７０周年記念」と刺繍があり

ますので、またご覧ください。実行委員会の皆様、地域の皆様、ありがとうございました。 



【５年 出前授業】 

 １１月１０日、酒井工業の方が出前授業に来られました。酒井工業の方が重機の動かし方や安全の大切さをわ

かりやすく説明し、子どもたちは実物を見ながら理解を深めました。普段触れることの少ない重機にふれること

で、ものづくりの仕事への関心や、安全意識を高めるきっかけとなる授業でした。児童一人ひとりにマグネット

のお土産も持たせてくれました。 

 

 

【３年 環境体験学習（武庫川渡船）】 

 １１月１７日、武庫川渡船を利用した環境体験学習を実施しました。渡船でポイントへ向かう道中では、海の

様子や潮の流れを観察でき、現地では実際に釣りを通して魚の生態や海の環境について理解を深めました。命を

いただく大切さや、海をきれいに保つ意識も育ちました。実体験をから学ぶことで、自然への関心や環境を守る

気持ちがより強まる学習となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【創立７０周年記念 図工展】 

 １１月２０日～２２日の３日間、図工展が行われました。立体作品では、素材の組み合わせ方や形のつくり

方に個性が表れ、見る角度によって印象が変わるおもしろさがありました。平面作品では、色づかいや構図、描

き方の工夫をじっくり味わうことができました。鑑賞の時間では、作品を比べたり、感じたことを話し合ったり

することで、表現の多様性に気づき、創造することの楽しさがより深まる時間となりました。 


